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大
空
へ

平成２７年１２月⑴

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

は
世
界
三
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

観
客
動
員
約
２
２
５
万
人
、

世
界
42
億
人
が
テ
レ
ビ
放
送

を
見
る
世
界
的
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
だ
そ
う
だ
▼
そ
の
中
の
一

人
、五
郎
丸
。久
し
ぶ
り
に
そ

の
名
前
を
耳
に
し
た
。
高
校

ラ
グ
ビ
ー
の
名
門
佐
賀
工
業

に
彼
が
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い

た
が
、ラ
グ
ビ
ー
が
マ
イ
ナ
ー

な
こ
と
も
あ
っ
て
、私
の
記
憶

の
底
に
眠
っ
て
い
た
。あ
れ
か

ら
十
数
年
、今
回
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
一
躍
時
の
人
と
な
っ

た
▼
イ
ケ
メ
ン
で
正
確
な
キ
ッ

ク
力
に
加
え
て
あ
の
独
特
な

ポ
ー
ズ
も
盛
り
上
が
っ
た
要
因

の
一つ
か
と
思
っ
た
。独
特
な

ポ
ー
ズ
は
ル
ー
テ
ィ
ン
と
い
う

そ
う
で
、決
め
ら
れ
た
一
連
の

動
き
、決
め
ら
れ
た
一
連
の
動

作
を
行
い
メ
ン
タ
ル
面
を
安
定

さ
せ
る
効
果
が
あ
る
そ
う
だ
。

メ
ジ
ャ
ー
で
活
躍
す
る
イ
チ

ロ
ー
選
手
も
採
り
入
れ
て
い
る

▼
で
は
ル
ー
テ
ィ
ン
を
採
り
入

れ
る
だ
け
で
あ
れ
だ
け
の
正
確

な
キ
ッ
ク
が
出
来
る
か
と
い
う

と「
ノ
ー
」だ
ろ
う
。そ
れ
は
ブ

ロ
グ
で「
高
校
２
年
時
の
花
園

の
準
々
決
勝
で
ミ
ス
を
し
て
大

敗
し
た
。そ
れ
か
ら
人
一
倍
練

習
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
書

い
て
あ
る
。「
練
習
は
嘘
を
つ

か
な
い
」あ
る
ス
ポ
ー
ツ
監
督

の
言
葉
を
思
い
出
し
た
▼
今
ま

で
１
勝
し
か
出
来
な
か
っ
た
日

本
が
、南
ア
フ
リ
カ
戦
ノ
ー
サ

イ
ド
直
前
の
逆
転
ト
ラ
イ
の
大

金
星
、今
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

３
勝
と
日
本
に
と
っ
て
盛
り
上

が
っ
た
大
会
だ
っ
た
。４
年
後

の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

日
本
大
会
に
つ
な
げ
て
今
度
は

記
憶
と
記
録
に
残
る
更
な
る

活
躍
を
期
待
し
た
い
。（Ｈ

．Ｋ
）

　

来
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
五
輪
代
表
１
次

選
考
会
と
な
る
平
成
27

年
度
講
道
館
杯
全
日
本

柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
は
11
月
７
日
～
８
日

の
２
日
間
、
千
葉
ポ
ー

ト
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ

れ
、
鹿
屋
体
育
大
学
か

ら
柔
道
部
10
人
が
出
場

し
、
男
子
66
㎏
級
で
竪

山
将
さ
ん
（
武
道
課
程

４
年
）
が
初
優
勝
し
ま

し
た
。

　

２
回
戦
か
ら
出
場

し
た
竪
山
さ
ん
は
、
背

負
投
の
有
効
で
優
勢
勝

ち
、
３
回
戦
を
同
じ
く

背
負
投
で
一
本
勝
す
る

と
、
準
決
勝
で
は
合
わ

全員で勝ち取った優勝

せ
技
で
一
本
勝
し
、
決

勝
に
進
出
し
ま
す
。
決

勝
は
、
丸
山
城
志
郎
さ

ん
（
天
理
大
学
４
年
）

と
の
対
戦
。
気
迫
溢
れ

る
試
合
の
な
か
、
残
り

時
間
１
分
を
切
っ
た
と

こ
ろ
で
相
手
に
指
導
が

与
え
ら
れ
、
こ
れ
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
竪
山
さ

ん
の
優
勢
勝
ち
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
終
了
後

に
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
・

東
京
（
12
月
４
日
～
６

日
）
の
代
表
選
考
が
行

わ
れ
、
竪
山
さ
ん
（
66

㎏
級
）
が
日
本
代
表
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

竪山将さん、柔道講道館杯で初優勝！

　

11
月
８
日
、
愛
知
県
春

日
井
市
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
第
34
回
全
日
本
女
子

学
生
剣
道
優
勝
大
会
に
お
い

て
、
鹿
屋
体
育
大
学
剣
道
部

が
３
年
ぶ
り
９
回
目
の
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
56
校
が
日
本
一
を
目

指
し
、
５
人
制
の
団
体
戦
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
こ
の
大

会
。
２
回
戦
か
ら
出
場
し
た

鹿
屋
体
育
大
学
は
、
安
定

し
た
試
合
展
開
で
勝
ち
上
が

り
、
迎
え
た
決
勝
戦
の
相
手

は
関
西
学
院
大
学
。
先
鋒
・

西
尾
明
日
菜
さ
ん
（
武
道

課
程
４
年
）
が
２
本
勝
ち
で

ペ
ー
ス
を
握
る
と
、
中
堅
・

片
山
果
沙
稀
さ
ん（
同
１
年
）

が
コ
テ
を
決
め
て
２
勝
。
最

後
ま
で
攻
め
の
剣
道
を
発
揮

し
た
鹿
屋
体
育
大
学
が
２
勝

３
分
け
で
勝
利
を
収
め
、
歴

代
最
多
優
勝
記
録
を
９
回
に

更
新
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
25
日
に
日
本

武
道
館
（
東
京
都
）
で
開
催

さ
れ
た
第
63
回
全
日
本
学

生
剣
道
優
勝
大
会
に
、
２
連

覇
を
狙
っ
て
出
場
し
た
男
子

は
、
決
勝
戦
で
筑
波
大
学
を

相
手
に
勝
数
１
ー
１
の
同
数

と
い
う
接
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
有
効
打
突
の
総
本
数

１
本
差
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま

し
た
が
、
見
事
な
準
優
勝
で

し
た
。

全日本女子学生剣道優勝大会で優勝

【試合結果】
勝数 対戦相手

２ 回 戦 ３−０ 天理大学
３ 回 戦 ２−０ 立命館大学
準 々 決 勝 ３−１ 園田学園女子大学
準 決 勝 １−０ 法政大学
決　　 勝 ２−０ 関西学院大学

【出場選手（学年）】
新村 日奈子⑷、西尾 明日菜⑷、江口 瑠花⑷、
山𥔎 瑠美⑶、冨永 比奈野⑵、松本 智香⑴、
片山 果沙稀⑴

　

11
月
４
日
～
８ 

日
、
神
奈
川
県
の 

江
の
島
ヨ
ッ
ト
ハ 

ー
バ
ー
に
お
い
て
、

第
80
回
全
日
本
学 

生
ヨ
ッ
ト
選
手
権

記
念
大
会
が
開
催 

さ
れ
、
鹿
屋
体
育

大
学
ヨ
ッ
ト
部
が

ス
ナ
イ
プ
級
で
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

早
く
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
し
た
艇
か
ら

少
な
い
ポ
イ
ン
ト

が
付
く
ヨ
ッ
ト
レ 

ー
ス
。
４
日
間
の

レ
ー
ス
で
各
大
学

３
艇
の
得
点
の
合

計
が
少
な
い
チ
ー

ム
の
勝
利
と
な
る

た
め
、
チ
ー
ム
力

も
重
要
に
な
り
ま

す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学 

は
３
日
目
を
終
え 

た
時
点
で
３
位
と
、

優
勝
を
狙
え
る
位 

置
に
つ
け
ま
す
。

迎
え
た
最
終
日
は
、

雨
の
中
で
の
ス
タ 

ー
ト
と
な
り
ま
し 

た
。
微
風
で
の
難 

し
い
コ
ン
デ
ィ
シ 

ョ
ン
の
な
か
、
同

大
学
は
３
艇
す
べ

て
が
得
点
を
ま
と

め
、
ス
ナ
イ
プ
級
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

 

榮
樂
洋
光
監
督
の
コ
メ
ン
ト

　

追
い
上
げ
て
行
く
展
開
の

中
で
非
常
に
良
い
チ
ー
ム
の

雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。
選

手
６
名
が
力
を
発
揮
し
て
く

れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
サ
ポ
ー
ト
に

回
っ
た
６
名
の
学
生
の
貢
献

度
も
大
き
く
、
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
戦
え
た
結
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
出
場
選
手
（
学
年
）】

元
津
大
地
⑷
・
宮
本
竜
成
⑷

ペ
ア
、
昇
慧
祐
⑷
・
此
上
友

唯
⑴
ペ
ア
、
川
村
岳
⑶
・
仲

山
景
⑶
ペ
ア

全日本学生ヨット選手権記念大会スナイプ級で優勝ヨット部

トップフィニッシュする元津・宮本ペア

　
　
　
　
　 

下
坂
晃
城
さ
ん

ア
ビ
ス
パ
福
岡
に
加
入
内
定
！

サ
ッ
カ
ー
部

　

鹿
屋
体
育
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
Ｄ
Ｆ
下
坂

晃
城
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
４
年
）
が

日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ
リ
ー
グ
）

の
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
、
ア
ビ
ス
パ
福

岡
（
Ｊ
２
）
へ
加

入
す
る
こ
と
が
内

定
し
ま
し
た
。

◇
本
人
コ
メ
ン
ト

小
さ
い
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な

る
の
が
夢
だ
っ
た
の
で
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
！
地
元
で
あ
る
福
岡
で

サ
ッ
カ
ー
出
来
る
こ
と
に
感
謝
し

て
、
開
幕
戦
か
ら
試
合
に
出
ら
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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10
月
31
日
～
11
月
１
日
、

日
本
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
会
第

17
回
大
会
「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
と
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
の
融

合
」
が
鹿
屋
体
育
大
学
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
発
表
や
ポ
ス
タ
ー
発

表
が
行
わ
れ
る
な
か
、
１
日

目
に
は
鹿
屋
体
育
大
学
の
福

永
哲
夫
学
長
か
ら
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
の

ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
」
に
つ
い
て
基
調
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
２
０
２
０
オ
リ
・
パ
ラ
大

会
に
向
け
た
日
本
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
へ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

レ
ガ
シ
ー
」
で
は
、
舟
木
泰

世
氏
（
ス
ポ
ー
ツ
庁
健
康
ス

ポ
ー
ツ
課
健
康
・
体
力
つ
く

り
係
長
）
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ

庁
の
新
設
と
今
後
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
」、
上
治
丈
太
郎
氏

（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組

織
委
員
会
参
与
）
か
ら
「
オ

リ
・
パ
ラ
組
織
委
員
会
参
与

の
立
場
か
ら
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー

ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
期

待
」、
川
西
正
志
鹿
屋
体
育

大
学
副
学
長
か
ら
「
Ｓ
Ｆ
Ｔ

（
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
ト
ゥ

モ
ロ
ー
）
事
業
を
通
じ
た

人
材
育
成
へ
の
レ
ガ
シ
ー
と

は
？
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
の
質

疑
応
答
で
も
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
ミ
ニ
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
２
０
２
０

年
に
向
け
た
鹿
児
島
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
」
が
行
わ
れ
、

鹿
倉
貢
氏
（
鹿
児
島
県
教

育
庁
保
健
体
育
課
長
）、
太

田
敬
介
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｓ
Ｃ
Ｃ
理
事
長
）、
川
前
真

一
氏
（
株
式
会
社Sports 

L
ink&

Share

代
表
取
締

役
）
３
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

か
ら
鹿
児
島
県
で
の
地
域
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
取
り

組
み
等
が
発
表
さ
れ
、
今
後

の
展
望
や
課
題
等
に
つ
い
て

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
、
15
日
の
２
日

間
、
鹿
屋
体
育
大
学
に
お
い

て
第
28
回
日
本
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
科
学
会
大
会
「
動
き
を
診

る
・
測
る
～
最
新
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
～
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
同
学
会
の
荻

田
太
会
長（
鹿
屋
体
育
大
学
）

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、そ
の
後
、

日
本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
会

の
創
設
者
で
あ
り
、
初
代
会

長
も
務
め
た
鹿
屋
体
育
大
学

の
福
永
哲
夫
学
長
か
ら
「
身

体
教
養
の
ス
ス
メ
：
変
化
す

る
身
体
の
形
と
力
」
と
題
し

た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
後
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
Ⅰ
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
最
新
情
報
～

解
析
デ
ー
タ
を
い
か
に
現
場

へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
活

用
す
る
か
～
」
が
行
わ
れ
、

高
木
英
樹
氏
（
筑
波
大
学
）、

藤
井
透
氏
（
株
式
会
社
ダ
ー

ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ジ
ャ
パ

ン
）、
中
本
浩
揮
氏
（
鹿
屋

体
育
大
学
）
か
ら
、
動
作
解

析
技
術
を
用
い
た
研
究
事
例

等
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
も
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

１
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

最
後
に
は
、
鹿
屋
体
育
大
学

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

研
究
棟
の
施
設
見
学
も
行
わ

れ
、
各
種
研
究
機
器
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
参
加

者
は
興
味
深
そ
う
に
見
学
し

て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
秋
間
広
氏

（
名
古
屋
大
学
）、
山
本
正
嘉

氏
（
鹿
屋
体
育
大
学
）
に

よ
る
ア
ー
リ
ー
バ
ー
ド
セ
ッ

シ
ョ
ン
「
論
文
の
書
き
方

の
コ
ツ
」
と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
Ⅱ
「
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
の

分
析
を
活
用
し
た
チ
ー
ム
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
最
前
線
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
で
は
、
中
馬
健

太
郎
氏
（
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
）、

髙
橋
仁
大
氏
（
鹿
屋
体
育
大

学
）、
神
事
努
氏
（
國
學
院

大
學
）
か
ら
デ
ー
タ
分
析
の

活
用
事
例
等
に
つ
い
て
発
表

が
行
わ
れ
、
現
場
と
科
学
を

つ
な
ぐ
様
々
な
情
報
の
交
流

や
意
見
交
換
の
場
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
大

学
院
体
育
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
の
学
生
に
対
し
て
、

博
士
後
期
課
程
論
文
指
導
研

究
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、学
位
論
文
（
博
士
）

の
作
成
に
向
け
て
、
直
接
論

文
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
指

導
教
員
以
外
の
教
員
を
含
め

て
、
学
生
の
研
究
に
関
し
て

助
言
し
、
き
め
細
や
か
な
研

究
指
導
や
、
研
究
テ
ー
マ
・

研
究
計
画
を
具
体
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
本
年
度
は
、

11
月
４
日
か
ら
６
日
に
か
け

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
教
員
や

学
生
が
聴
講
す
る
中
、
発
表

者
は
15
分
と
い
う
決
め
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
自
身
の
研

究
テ
ー
マ
に
対
す
る
目
的
、

研
究
方
法
、
結
果
及
び
考
察

等
に
つ
い
て
ま
と
め
た
ス
ラ

イ
ド
映
像
等
を
交
え
て
口
頭

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
の
質
疑
応
答
で
は
、
考
察

に
つ
い
て
の
質
問
や
、
具
体

的
な
方
法
論
へ
の
質
問
、
今

後
の
研
究
方
法
へ
の
助
言
等

が
異
な
る
分
野
か
ら
も
あ

り
、
発
表
者
に
と
っ
て
幅
広

い
視
点
で
研
究
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
、
有
意
義
な
研

究
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
携
大
学
院
（
国

立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ 

ー
、
熊
本
大
学
及
び
鹿
児
島

大
学
）
に
在
籍
し
て
い
る
学

生
及
び
教
員
に
つ
い
て
は
、

現
地
か
ら
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
、
発
表
や

聴
講
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
博
士
後
期
課
程
の

学
生
は
、学
位
論
文
の
提
出
、

審
査
及
び
最
終
試
験
に
合
格

す
る
た
め
に
、
研
究
を
更
に

進
め
、
学
位
の
取
得
を
目
指

す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

11
月
７
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
野
球
場
を
会
場
に
、「
東

北
レ
イ
ア
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

セ
ミ
ナ
ー
」（
主
催
：
鹿
屋

市
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
鹿
屋

体
育
大
学
と
鹿
屋
市
及
び
民

間
団
体
と
が
連
携
し
て
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
合
宿
及
び

自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
誘
致

す
る
「
産
学
官
連
携
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
」
の
一
環
で
、
合

宿
を
行
っ
て
い
る
女
子
プ
ロ

野
球
チ
ー
ム
東
北
レ
イ
ア
の

協
力
の
も
と
、
鹿
屋
市
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
野
球
部
に

所
属
す
る
女
子
選
手
を
対
象

と
し
た
野
球
教
室
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

野
球
教
室
で
は
、
は
じ

め
に
東
北
レ
イ
ア
の
選
手
と

参
加
者
が
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー

で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
・
守
備
練

習
・
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
が

あ
り
、
最
後
は
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

も
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
緊
張
し
た
様
子

の
参
加
者
も
、
体
が
温
ま
っ

日
本
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
会
第
17
回
大
会
を
開
催

ミニシンポジウム ポスター発表

舟木氏 川西副学長上治氏

第
28
回
日
本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
会
大
会
を
開
催

講演する福永学長

一般研究発表での質疑応答シンポジウムⅠ

博
士
後
期
課
程
論
文
指
導
研
究
会
を
実
施

女
子
プ
ロ
野
球
東
北
レ
イ
ア
に
よ
る
野
球
教
室
を
開
催

て
く
る
に
つ
れ
て
緊

張
も
ほ
ぐ
れ
、
笑
顔

で
会
話
す
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

東
北
レ
イ
ア
の
選

手
達
は
、
生
き
生
き

と
し
た
表
情
で
参
加

者
一
人
一
人
に
熱
心

か
つ
丁
寧
な
指
導
を

行
っ
て
お
り
、
参
加

者
達
は
基
本
技
術
だ

け
で
な
く
、
野
球
の

楽
し
さ
や
女
子
プ
ロ

野
球
の
魅
力
も
感
じ

る
こ
と
が
出
来
た
よ

う
で
す
。

　

１
週
間
の
合
宿
期
間
中
、

東
北
レ
イ
ア
の
選
手
達
は
同

大
学
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
研
究
棟
で
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
テ
ス
ト
や
神
村
学
園

と
の
合
同
練
習
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
し
た
。

１つ１つの動きを丁寧に指導
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　私たち女子バスケットボール部は、部長・監督
の木葉一総先生のもと、日々チーム一丸となって
練習に取り組んでいます。「ひとりはみんなのた
めに」をチーム理念に掲げ、個人がチームのため
にそれぞれの役割を果たそうと努力しています。
全日本大学バスケットボール選手権大会でベスト
８、オールジャパンへの出場権を手に入れること
を目標にしています。また今年度の春行われた、
第 20 回全九州大学春季バスケットボール選手権
大会において、チーム理念にのっとり、チームの
ためにコートで戦う選手、チームのために声を出
す選手、チームのためにビデオをとる選手、チー
ムのために大会を運営する選手など、それぞれが
チームのために行動した結果、優勝することがで
きました。今後の大会でも、チームメイトを大切

にし、チームで勝ちにいきたいと思います。また、
日常生活から気を配り「オンとオフ」「T.P.O」を
常に心がけています。社会に出ても恥ずかしくな
い人を目指し、大学生として勉学にも励んでいま
す。また、中高生を対象とした公開講座（サマー
キャンプ）や審判活動を通して、地域の方々と交
流し、地域の活性化とともにバスケットボールの
普及にも貢献したいと考えております。その一環
として、公開講座では、部員がより主体的に指導
内容や指導方法も考え、将来指導者になるための
実践力を身につけております。
　今後とも、鹿屋らしい攻守共にアグレッシブな
ハッスルバスケットを展開していきます。応援さ
れるチームとなれるよう日々精進して参ります。
応援の程、宜しくお願い致します。女子バスケ

ットボール
部

サークル紹介

　

鹿
屋
体
育
大
学
学
生
委
員

会
で
は
、
10
月
21
日
に
健
康

セ
ミ
ナ
ー
「
大
学
生
の
睡
眠

の
大
切
さ
に
つ
い
て
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、「
栄
養
、
食

事
に
関
す
る
も
の
」

「
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
予

防
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
に
関
す
る
も

の
」「
メ
ン
タ
ル
に

関
す
る
も
の
」
の
い

ず
れ
か
を
テ
ー
マ
と

平
成
27
年
度
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

講師の添嶋教授
し
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

体
育
大
学
の
学
生
ら
し
く
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
、
自
分

の
健
康
状
態
や
健
康
管
理
に

つ
い
て
改
め
て
意
識
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
「
メ
ン
タ

ル
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、

５
７
４
人
の
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

同
大
学
ス
ポ
ー
ツ
生
命
科

学
系
の
添
嶋
裕
嗣
教
授
に
よ

る
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
脳
や
身

体
の
疲
労
回
復
の
原
点
と
な

る
睡
眠
の
役
割
や
種
類
、
睡

眠
障
害
と
精
神
疾
患
・
身
体

疾
患
の
関
連
、
同
大
学
生
の

睡
眠
の
現
状
等
に
つ
い
て
、

国立大学法人鹿屋体育大学学長選考を公示
　鹿屋体育大学では、次期学長候補者の選考を行うにあたり、学長選考にかかる公示を行い
ました。学長選考の基準、方法、規則等詳細については、鹿屋体育大学ホームページ（http://
www.nifs-k.ac.jp/）に掲載されています。

国立大学法人鹿屋体育大学学長選考について（概要）
◇学長選考手続きの概要
　 　国立大学法人鹿屋体育大学学長選考会議（経営協議会の学外委員５名と教育研究評議

会評議員５名及び理事３名で構成。以下「選考会議」という。）が、「公募（応募又は
推薦）」により広く学長候補者を募り、書類審査及び面接審査を経て、学内者の意向聴
取（投票）を参考に学長候補者１名を選考し、文部科学大臣に申し出ることにより、学
長の任命を受ける。
◇学長選考を行う理由
　　平成28年７月31日をもって現学長の任期が満了するため。
◇学長の任期
　　平成28年８月１日から６年とする。（再任不可）
　 　ただし、次期学長の任期については、平成28年８月１日から平成34年３月31日までと

する。
◇学長選考日程（予定）
　⑴学長候補者の公募（応募及び推薦）期間　　平成27年10月27日（火）～12月17日（木）
　⑵第１次審査（書類審査）　　平成28年１月19日（火）
　⑶第２次審査（面接審査）　　平成28年２月19日（金）
　⑷意見表明　　　　　　　　　平成28年３月７日（月）
　⑸学内者の意向投票　　　　　平成28年３月16日（水）
　⑹学長候補者の選考・決定　　平成28年３月18日（金）
　⑺次期学長就任日　　　　　　平成28年８月１日（月）

鹿
児
島
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

　
鹿
屋
体
育
大
学
で
開
催

　

11
月
８
日
、
鹿
屋
体
育
大 

学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
特
設
コ 

ー
ス
を
走
る
鹿
屋
体
育
大
学

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
（
鹿
児
島

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
鹿
児
島
県
内
の
観
光
地

を
リ
レ
ー
す
る
地
域
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
鹿
児
島
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
シ
リ
ー
ズ
」

の
一
環
で
、
鹿
屋
体
育
大
学

で
開
催
さ
れ
る
の
は
、
今
回

で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

42
・
１
９
５
キ
ロ
を
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
、
ど
れ
だ
け
の
時
間

で
走
破
す
る
か
を
競
う
こ
の

大
会
。
同
大
学
の
研
究
棟
や

体
育
施
設
、
開
聞
岳
を
望
む

景
色
を
見
な
が
ら
走
る
こ
と

が
出
来
る
１
周
1.5
キ
ロ
の

コ
ー
ス
。
全
天
候
型
オ
ー
ル

ウ
レ
タ
ン
仕
様
の
陸
上
競
技

場
を
走
る
こ
と
も
で
き
、
職

場
の
仲
間
や
家
族
な
ど
で
出

場
し
た
全
18
チ
ー
ム
は
、
体

育
大
学
な
ら
で
は
の
コ
ー
ス

設
定
を
楽
し
み
な
が
ら
完
走

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
８
０
人
を
超

え
る
出
場
者
を
は
じ
め
、
応

援
者
、
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
な
ど
多
く
の
方
が

大
学
を
訪
れ
、「
す
る
・
み 

る
・
さ
さ
え
る
」
そ
れ
ぞ
れ

の
形
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

自転車競技部の先導で第一走者がスタート 優勝チームのゴールシーン 仲間にタスキをつなぐ

詳
し
い
デ
ー
タ
を
基
に
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

睡
眠
不
足
か
ら
糖
尿
病
・

肥
満
を
発
症
す
る
経
路
や
、

学
生
時
代
の
不
眠
と
う
つ
病

累
積
発
症
率
に
関
連
が
あ
る

と
の
デ
ー
タ
も
示
さ
れ
ま
し

た
。
学
生
時
代
の
睡
眠
が
そ

の
後
の
生
活
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
学
生

に
と
っ
て
睡
眠
問
題
が
重
要

な
課
題
の
１
つ
で
あ
る
こ
と

を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た

セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
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本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平
成
元
年

四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
年
会
費（
寄
付
金
）

は
一
口　

企
業
三
万
円
、
個
人
一
万
円
か
ら

で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財
団
に
対
す
る
年
会
費

（
寄
付
金
）
に
つ
き
ま
し
て
は
税
法
上
の
優

遇
措
置
が
あ
り
、
二
千
円
を
超
え
る
ご
寄
付

に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ
い

て
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は
現
金
で

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融
機
関
へ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・ 

鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・ 

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

古
江
支
店

　
　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・ 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
関
係
各
位
の
格
別
な
る
御
高
配
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
か
ら

闘いのスケジュール  １月
１日・�第91回天皇杯・第82回皇后杯�全日本

総合バスケットボール選手権大会
　　　（～11　東京/国立代々木競技場第1体育館他）

　
賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

児
玉　

ミ
ツ
子
様様（
三
万
円
）

（
三
万
円
）

闘いの記録

【陸上競技】
◆�第31回日本ジュニア陸上競技選手権大会・日本ジュニア・ユース陸上競技選手権大会
  （10/16～10/18　愛知県/瑞穂公園陸上競技場）
▽男子
　三段跳  ５位　許田　悠貴
▽女子
　やり投  ６位　松本 　さつき

【テニス】
◆平成27年度全日本大学対抗テニス王座決定試合
  （10/21～10/26　東京都/有明テニスの森）
　男子団体  ベスト8

【女子バレーボール】
◆平成27年度九州大学秋季バレーボール女子1部リーグ大会
  （10/3～10/25　熊本 県/熊本 学園大学 他）
　     ２位

【女子バスケットボール】
◆第22回全九州大学バスケットボールリーグ戦
  （9～10月 九州内各会場）
　１部リーグ  ３位

【体操競技】
◆第58回九州学生体操競技新人大会
  （10/24～10/25　鹿児島県/総合体育センター体育館）
▽男子
　１部団体総合  ２位
　１部種目別床  ２位　大村　幸輝
　     ３位　前野　風哉
　１部種目別あん馬  ２位　前野　風哉
　     ３位　古田　一馬

　１部種目別つり輪  ２位　中野　大貴
　１部種目別跳馬  ２位　中野　大貴
　１部種目別平行棒  １位　前野　風哉
　     ３位　大村　幸輝
　１部種目別鉄棒  ３位　神谷　拓歩
▽女子
　１部個人総合  ２位　宮﨑　望
　１部種目別跳馬  ３位　宮﨑　望
　１部種目別平均台  ２位　宮﨑　望
　１部種目別床  ２位　宮﨑　望

【柔道】
◆平成27年度全日本学生柔道体重別選手権大会（男子34回�女子31回）
  （10/3～10/4　東京都/日本 武道館）
▽男子
　60㎏級  ３位　齋藤　昂矢
▽女子
　52kg級  ５位　義村　真由
　63kg級  ５位　飯野　鈴々
　78kg級  ５位　桒原　佑佳
◆第17回全日本学生柔道体重別団体優勝大会
  （10/24～10/25 兵庫県/ベイコム総合体育館）
　男子団体  ベスト8

【剣道】
◆第63回全日本学生剣道優勝大会
  （10/25　東京都/日本 武道館）
　男子団体  ２位

【ウィンドサーフィン】
◆2015年度全日本学生ボードセーリング選手権九州支部予選・九州新人戦
  （10/10～10/12　鹿児島県/鹿屋体育大学海洋スポーツセンター）
▽男子
　テクノ293級  １位　由里　亮太
　     ２位　穴見　知典
　     ３位　木下　拓也
▽女子
　テクノ293級  １位　佐々木　彩香

10月

　

10
月
30
日
、
鹿
屋
体
育
大 

学
で
は
教
職
員
が
こ
こ
ろ
の

健
康
対
策
と
し
て
の
セ
ル
フ

ケ
ア
等
の
基
礎
知
識
に
つ
い 

て
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
で
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
と
な

る
こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
教
職
員
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
に
鹿
児
島

大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
特

任
教
授
の
森
岡
洋
史
氏
を
迎

え
「
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
を

通
し
て
見
た
こ
れ
か
ら
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
と
題
し
た

講
演
で
は
、
発
達
障
害
を
持

つ
学
生
の
事
例
等
を
紹
介
し

な
が
ら
、
余
裕
を
持
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

を
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
る

環
境
の
必
要
性
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
12
日
に
は
学

生
対
応
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
関
す
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
多
様
化
す

る
学
生
の
悩
み
や
こ
こ
ろ
の

問
題
に
対
応
す
る
教
職
員
の 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド

の
向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
、

鹿
屋
体
育
大
学
保
健
管
理
セ

ン
タ
ー
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

で
臨
床
心
理
士
の
前
原
恵
理

氏
か
ら
「
鹿
屋
体
育
大
学
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
か
ら
見
る

学
生
の
現
状
と
課
題
」
と
し

て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
方

法
や
、
体
育
大
学
生
な
ら
で

は
の
悩
み
の
要
因
な
ど
に
つ

い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
参

加
し
た
教
員
か
ら
も
建
設
的

な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
今

後
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
学

生
な
ん
で
も
相
談
窓
口
や
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相

談
日
を
設
け
て
お
り
、
学
生

が
抱
え
る
様
々
な
問
題
、
心

配
事
や
悩
み
の
相
談
、
意
見 

・
要
望
等
に
対
応
し
て
い
ま

す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演
会
を
開
催

講師の森岡氏

　

鹿
屋
体
育
大
学
で

は
、
10
月
26
日
か
ら

11
月
13
日
ま
で
、
鹿

屋
市
と
協
力
し
て「
ご

み
分
別
周
知
パ
ネ
ル
」

を
大
学
会
館
内
の
売

店
前
に
展
示
し
ま
し

た
。

　

同
市
で
は
、
循
環 

型
社
会
の
実
現
に
向 

け
、
日
頃
か
ら
市
民 

へ
の
適
切
な
ご
み
分

別
に
つ
い
て
周
知
し
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
・
資

源
化
に
つ
な
げ
る
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
同
大
学
で
も

そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

同
市
か
ら
提
供
さ
れ
た
パ
ネ

ル
を
展
示
し
て
学
生
の
ゴ
ミ

分
別
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
今
回
実
現
し
ま
し

た
。

　

展
示
し
た
パ
ネ
ル
は
、
燃

や
せ
る
ゴ
ミ
、
燃
や
せ
な
い

ゴ
ミ
、
資
源
物
な
ど
の
分
別

を
図
解
で
示
し
た
８
枚
で
、

最
終
日
に
は
担
当
で
あ
る
市

民
生
活
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係
の
職
員
２
名
が
学
生

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

な
ど
し
て
、
学
生
に
と
っ
て

正
し
い
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
い
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

鹿屋市との協力で「ごみ分別周知パネル」を展示

　

鹿
屋
体
育
大
学
で

は
、
体
育
大
学
と
い

う
特
性
か
ら
学
生
の

課
外
活
動
へ
の
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
続
き
が
必
要
と
さ

れ
ま
す
。
適
切
な
事

務
処
理
に
向
け
て
、

学
生
課
ス
ポ
ー
ツ
支

援
係
で
は
11
月
11
日
、

対
外
試
合
・
合
同
練

習
、
体
育
施
設
使

用
、
物
品
・
航
空
券

等
購
入
、
バ
ス
使
用

な
ど
、
課
外
活
動
に
付
随
す

る
諸
手
続
き
に
つ
い
て
、
学

生
に
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
課
外
活
動
団
体
の

事
務
担
当
の
学
生
を
対
象
に

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
18
団
体
41
名
が

参
加
し
、
今
回
新
た
に
作
成

し
た
様
式
集
を
配
付
し
て
、

担
当
係
の
職
員
が
丁
寧
に
説

明
し
ま
し
た
。
今
後
、
学
生

が
適
切
な
手
続
き
を
行
う
こ

と
で
、
円
滑
な
事
務
手
続
き

が
図
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

事
務
の
効
率
化
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

課外活動関係事務手続きに関する説明会を開催

学内行事  １月
４日　・仕事始め
８日　・授業再開
12日　・卒業研究提出締切（4年次）
13日　・大学院学位論文提出締切日
16日　・大学入試センター試験
　　　　（～17日）
25日　・補講期間（～2月5日）
28日　・�スポーツリフレッシュセミ

ナー（～29日）
30日　・大学説明会
　　　　（東京サテライトキャンパス）
　　　・学生宿舎餅つき大会

講師の前原氏


